
海上空港のある花と史跡のまち 昭和59月8月15日 No.l008

市政だより 一人口の動き
(前月比)

人口計 68. 752 +ワ5
男 33.051 +62 
女 35.701 +13 

世帯数 20. 4ワ2 +25 
ワ月 1日現在

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所宮間③4111 編集/広報公聴課 印刷 所/ 側大 村活 版
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~みんなできれいな

波
静
か
な
大
村

を
弓
I
l
ll
。

遠
い
昔
か
ら
多
く

の
恵
み
を
与
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
村

湾
の
水
の
汚
れ
が

ひ
ど
く
な

っ
て
き

て
い
ま
す
。

昭
和

ω年
、
環
境

基
準
A
類
型

(環

境
基
準
値
C
O
D

2
p
p
m
)
に
指

定
さ
れ
た
大
村
湾

は
、
日
年
以
降
、

環
境
基
準
値
を
上

ま
わ
る
状
況
に
あ

り
、
日
年
度
の
測

定
結
果
は
、
口

p

p
m
と
大
巾
な
C

O
D
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

主
な
原
因
は
、
{
歪
胞
か
ら
出
さ
れ

る
雑
排
水
が
約
6
割
を
占
め
、
工
場
・

事
業
所
排
水
2
割
、
農
林
関
係
排
水

が
2
割
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ー
沿
岸
の
清
掃
を
実
施
|

大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
大
村

支
部
で
は
、

6
月
口
日
を
基
準
日
と

し
て
、
大
村
湾
沿
岸
の
松
原
餅
ノ
浜

か
ら
溝
陸
ま
で
の
初
回
と
、
臼
島
お

よ
び
箕
島
の
ご
み
処
理
を
児
の
事
業

所
の
参
ノ
加
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
軽
ト
ラ

ッ
ク
山
台
分

も
の
ご
み
が
処
理
さ
れ
ま
し
た
。

; ， 

:ぐ1

ま
ま
流
さ
ず
に
土
に
埋
め
る
か、

ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う

。
天
プ
一
フ
油
な
ど
は
、
紙
に
吸
い
と

り
、
ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う

O
洗
剤
は
、
石
け
ん
を
使
用
し
、
き

め
ら
れ
た
量
を
正
し
く
計
っ
て
使

い
キ
ナ
し
ょ
P

フ

一
人
ひ
と
り
の
努
力
で
、
き
れ
い

な
大
村
湾
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
回
は
9
月
初
日
を
基
準

日
と
し
て
大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る

会
の

4
市
9
町
1
民
間
(
漁
協
)
で

大
村
湾
沿
岸
の
ゴ
ミ
処
理
を
一
斉
に

行
い
ま
す
。

ー
美
し
い
大
村
湾
を

よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
に
l

。
家
庭
雑
排
水
は
、
処
理
施
設
を
設

置
し
て
流
し
ま
し
ょ
う

。
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
は
、
そ
の

清国
揚民
セヰ
v 金

る雪
L益
6~ 

o委
泊費
邑量
戸7司備
~が

由き

皆
さ
ん
の
生
活
環
境
を

守
る
た
め
清
掃
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
古
く
な
っ
た
ご

み
処
理
焼
却
炉
を
、
昭
和

問
年
度
に
国
民
年
金
積
立

還
元
融
資
か
ら
、

2
億
6

6
7
0
万
円
の
融
資
を
受

け
、
燃
焼
設
備
な
ど
の
基

幹
的
設
備
の
改
造
を
し
ま

1
レ
れ
ん
。

こ
れ
に
よ
り
各
機
器
の

機
能
低
下
を
解
消
し
、
ご

み
質
の
多
様
化
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
、
炉
の
焼

却
能
力
は
大
幅
ア

ッ
プ
し、

市
民
生
活
で
の
環
境
保
全

お
よ
び
公
害
防
止
な
ど
に

努
め
て
い
ま
す
。

M
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，
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ご協力ください)(工事中ご迷惑をおかけしますが、道しるベ伸びる文化の※下水道
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あ
な
た
の
飲
み
水
は

安

全

で

す

か

小
規
模
簡
易
専
用
水
道
は
設
置
届
な
ど
が
必
要
で
す

ピ
ル
、
ア
パ
ー
ト
、

事

務

所

、

工

置

届

を

市
を
経
由
し
て
保
健
所
長

場
、
病
院
な
ど
で
5
ト
ン
以
上
初
ト
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
変
更

・

ン
以
下
の
飲
み
水
の
受
水
槽
を
設
け
廃
止
し
た
と
き
も
同
じ
で
す
。

て
い
る
給
水
施
設
を
小
規
模
簡
易
専

。
給
水
施
設
の
保
{
立
思
検

用
水
道
(
市
の
水
道
を
水
源
と
す
る
定
期
的
に
行
い
、
設
備
が
十
分

場
合
も
含
み
ま
す
)
と
言
い
、
昭

和

に

機

能

す

る

よ

う

維

持

管

理
し
て

日
年
7
月
1
日
か
ら
設
置
者
は
県
の
く
だ
さ
い
。

指
導
要
領
に
よ
り
、
次
の
こ
と
を
行

。
水
質
の
管
理

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

病
源
菌
や
有
害
物
質
に
汚
染
さ

。
設
置
届
の
義
務

れ
な
い
た
め
、
水
道
法
に
準
じ
て

給
水
を
開
始
し
た

と

き

は

、

設

管

理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

~ 小規模簡易専用水道
高置水槽

むおお市政だより(3) 

受水槽以後は設置者の責任です.ゲ

ア
配水本管

。
水
槽
の
清
掃

清
掃
を
年
1
回
、
定
期
的
に
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

9
月
中
旬
に
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
水
道
部
工

務
課
給
水
係
(
告
③
1
1
1
4
)
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

受水槽の汚染原因

地
下
汚
水

健
康
は
明
日
の
活
力
生
む
力

ー

毎

月

第

1
日

曜

日

は

健

民

の

日

|

昨
年
6
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
長
崎

部
位
)

県
の
つ
健
民
の
日
」
も
す
で
に

1
年

O
心
臓
病

m
・
6
人
(
全
国
日
位
)

が
過
、
ぎ
ま
し
た
。
県
下
で
い
ろ
ん
な
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
全
国

催
し
ゃ
モ
デ
ル
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
、
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

大
村
市
で
も
9
月
に
「
ふ
る
さ
と
ウ

置
も
う
一
度
「
健
民
の
日
」

オ
ー
ク
・
大
村
歴
史
散
歩
」
を
行
い
健
民
の
日
の
運
動
は
、
こ
の
よ
う

ま

し

た

。

な

「

健

康

」
を
取
り
巻
く
状
況
を
皆

画
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
、
全
国
で

6
位

ん
な
で
も
う
一
度
考
え
、
認
識
を
新

昭
和
同
年
の
人
口
動
態
調
査
に
よ
た
に
し
明
日
へ
の
活
力
を
養
う
こ
と

る
と
長
崎
県
は
、
人
口
叩
万
人
に
対
も
大
き
な
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

し
て
の
死
亡
が

運

動
・

栄
養
・
休
養
の
三
つ
の
柱

。
ガ
ン
邸
・

3
人
(
全
国
6
位
)
を
基
に
健
康
は
作
ら
れ
ま
す
。

。
脳
血
管

疾

患

悶

・
7
人

(

全

固

ま

た

、

健
康
は
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ

ど
)
や
印
鑑
が
必
要
で

す。
病
院
な
ど
に
預
け
っ

ぱ
な
し
は
案
外
忘
れ
て

し
ま
っ
て
粉
失
の
も
と

で
す
。
必
ず
手
元
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

良い水残そう 母の手で

に
努
力
し
て
手
に
入
れ
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
健
康
守
つ
く
り
は
ど
う
し

た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
適
当

な
機
会
が
な
い
、
自
分
は
健
康
だ
か

ら
何
も
し
な
く
て
よ
い
と
思
っ
て
い

る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、

A
7健
康
だ
か
ら
と
い
っ
て

こ
れ
か
ら
も
健
康
だ
と
い
う
保
証
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
今
健
康
だ

か
ら
こ
そ
、
明
日
へ
の
活
力
を
保
つ

た
め
に
も
健
康
ず
つ
く
り
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
す
。

市
で
は
一
般
健
康
診
査
な
ど
を
実

施
中
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
の

健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※子のために
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@ 田 @ 臼 巴a Gク 2クg Cニコ
2日

当番医
16日

当番医
(日)

(内)藤井内科医院東本町 宮② 387 8 
(日)

(内)野口内科医院 西大村本町 宮② 23 3 9 

(産婦人)大村中央産婦人科 水主町2丁目 宮②3850 (眼)岩崎眼科医院 本町 宮② 3435 

3日
安産教室 市役所 9 : 00~ 11 : 30 (⑧ 9:30まで) 17日

成人の健康相談 竹松出張所 1 3 :30~ 1 5 : 00 
(月)

⑮母子健康手帳、 ズボン (月)
⑮血圧測定、 みそ汁の塩分濃度測定

一般健康相談 市役所 13: OO~ 16: 00 

⑪血圧測定、 みそ汁の塩分濃度測定
⑮みそ汁 (汁のみ少々)

⑮みそ汁 (汁のみ少々 ) 18日
乳幼児健康相談

伏)
保健所 ⑧ 9: 30~ 10: 00 ⑪ 8か月以上の乳児4日

乳幼児健康相談
(f:.) 

保健所 ⑧ 9:30~ 1 0 : 00 ⑪ 4か月 までの乳児
鈴田出張所 ⑧ 9 : 30~ 11 :00 ⑮乳幼児

福重出張所 ⑧13: 30~ 1 5 : 00 ⑪乳幼児 成人の健康相談 鈴田出張所 13: 30~ 15: 00 

⑪⑮…17日(月)と同 じ
5日

妊婦教室(1) 中地区公民館 13: 00~ 1 6 : 00 
(水) 19日

妊婦教室(3)中地区公民館 13: 00 ~ 16 : 00 ⑮はじめて母親となる心得、妊娠中の保健
(水)

7日
⑮入浴のさ せ方、育児用品のそろえ方ほか

1歳6か月児健康診査
(i) 

コミ ュニティセンタ ー ⑧13: OO~ 13: 30 
21日

健康相談 福祉センタ ー 13: OO~ 15: 00 

⑪昭和58年 2 月生まれ (57年 9 月 ~58年 1 月生ま (封
⑪⑮…7日(創と同じ

れでまだ受けていない人も受診してください)

⑮母子健康手帳、問診票、お子さ んの歯ブラシ
23日

当番医

成人の健康椙談 福祉セ ンタ - 1 3 :00~ 15 : 00 
(日)

(内)琴尾医院 西三城町 宮② 20 5 6 

⑪40歳以上 (主婦、自営業者など)⑮血圧測定 (眼)楠木眼科医院 東三城町 宮② 2711 

9日
当番医 24日

当番医
(B) 

(小)田川小児医院 東本町 宮② 40 0 0 (月・振)
(内)松永医院 古町 2丁目 宮② 2943 

(産・内)桝本医院大川田町 宮① 83 5 5 (外・内)原医院宮小路 1丁目 宮⑤ 84 2 7 

10日
乳幼児健康相談 竹松出張所 26日

妊婦教室(4)中地区公民館 13 : 00 ~ 16 : 00 
(月) 9 : 30~ 11 : 30 ⑪ 0 ~ 6 か月 の乳児 例。

13: OO~ 15: 00 ⑪ 7か月以上の乳幼児
⑮乳幼児の環境と性格、家族計画

⑮離乳食教室 (10:30~ 11: 30) 27日
3歳児健康診査11日 コミュニテ ィセンタ ー

乳児健康相談 保健所⑧ 9 : 30~ 1 0 : 00 (木)
伏) ⑧ 9 : 30~ 10: 00 、 1 3 : 00~13 : 30

⑪ 5~7 か月 の乳児 ⑪離乳食教室
@昭和56年 3 月 生まれ ( 55年 9 月 ~ 56年 2 月生ま

12日
妊婦教室(2) 中地区公民館 13: OO~ 16: 00 れでまだ受けていない人も受診してください)

(水)
⑮妊娠中の栄養、お産について、妊婦体操ほか ⑮母子健康手帳、 問診票

14日
1歳6か月児健康診査 コミ ュニティ センタ ー

30日
当番医

(釦
②13 : 00~ 1 3 :30 ⑪⑮… 7 日 (釦 と 同じ

(日)
(外・内)渡辺医院 ーの郷 宮⑤ 8275 

15日
当番医

(整)松永整形外科医院西大村本町 宮③5864

(土・祭)
(内)与那城医院 池田新町 宮③ 55 7 5 

(産婦人)後藤産婦人科西大村本町 宮②6015
当番医の診療時間 9 : 00~18 : 00 

略号の説明 ⑪ … 対象と なる人 ⑧ … 受付 ⑮ … 持ってく るもの ⑮ …内容

※市役所での各種相談 ・教室は、健康相談室(1階)で行います。

※子育て電話相談室 E③40 ワo(毎週火・金曜日、午前10時~午後 5時)
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親子でおもちゃを作ろうC;{g旭が丘小学校)
親子のふれあいを目指して「親子おもち

ゃ作り教室」が聞かれ4年生の親子、約40
人が参加。q竹トンボb 作りを行いました

むおお

み
ん
な
で
作
っ
た
庁
コ
ミ
セ
ン
盆
踊
り
。

(%

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン

5
周
年
を
記
念
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
倒
団
体
が
コ
ミ

セ
ン
盆
踊
り
を
開
催
。
約
3
0
0
0人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

市政だより(5) 

山で… … ぅ
C% 大上戸川ほか)

市民総参加で「市民大清掃」を実施。中
央会場の大村公園・大上戸川には約 1，600 
人が集リ、汗を流しながら清掃を行いまし

8月31日@までです

①市県民税 (2期分)

①国民健康保験税 (2期分)

※市税・国保税の納付は便利な口座振替で



(6) 

福
祉
の
ひ
否
ぽ

b むお

見昌~~己自
ææn抱昌~~号自

切替えは
9月108までiこ

お1111昭和59年8月15日"'川

扶

養

手

児

童

当

こ
の
手
当
は
、
父
親
の
い
な
い
家

庭
の
児
童
ま
た
は
父
親
が
身
体
障
害

者
や
長
期
療
養
中
の
家
庭
で
、
児
童

が
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
成
長
す

る
よ
う
に
、
そ
の
児
童
の
母
ま
た
は

母
に
代
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

ー
手
当
の
額
(
月
額
)
|

児
童

1
人

3
万
2
7
0
0
円

児
童

2
人

3
万
7
7
0
0
円

3
人
以
上

1
人
増
え
る
ご
と
に
2

0
0
0
円
加
算

※
国
民
年
金
、

図
法
和
、
厚
生
年
金
な

ど
公
的
年
金
(
障
害
福
祉
年
金
お

よ
び
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
)
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
は
、

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ー
現
況
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
|

必
要
な
も
の
・
手
当
証
書
・
印
鑑

・
住
民
票
(
世
帯
全
員
)

-
今
年
1
月

2
日
以
降
に
転
入
し
た

人
は
、
前
住
所
地
の
所
得
証
明
書

・
児
童
が
別
居
の
場
合
は
、
監
護
申

立
書
、
児
童
の
属
す
る
住
民
票
謄

本
-
養
育
者
の
場
合
は
、
養
育
証
明
書

・
遺
棄
の
場
合
は
、
遺
棄
申
立
書
ほ

・カ
・
未
婚
の
女
子
は
、

戸
籍
謄
本
、
未

婚
の
母
子
の
調
書

-
拘
禁
の
一
場
合
は
、
拘
禁
証
明
書

特

一部

児

童

扶

養

手

当

こ
の
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精
神

に
障
害
の
あ
る
児
童
の
生
活
向
上
に

役
立
て
る
た
め
、
そ
の
児
童
を
監
護

す
る
父
、
母
ま
た
は
父
母
に
代
っ
て

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

l
手
当
の
額
(
月
額
)
|

重
度
障
害
児

3
万
7
7
0
0
円

中
度
障
害
児

2
万
5
1
0
0
円

※
児
童
収
容
施
設
に
入
所
し
て
い
る

児
童
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
o

i
m得
状
況
届
を

出
し
て
く
だ
さ
い
|

必
要
な
も
の
・
手
当
証
書
・
印
鑑

・
住
民
票
(
世
帯
全
員
)

・
児
童
が
別
居
の
場
合
は
、
監
護
申

立
書
一
児
童
の
属
す
る
住
民
票
謄

本
・
今
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た

人
は
、
前
住
所
地
の
所
得
証
明
書

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
の

あ
る
人
は
、
そ
の
手
帳

間

合

わ

せ

提

出

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
と
も
福
祉
課
児
童
係
へ

福祉年金証書の
提出は

8月25日出までです
8月の支払いをまだ受けて

いない人は、!f-く支払いを受

けて福祉年金証書を提出Lで

ください。

提出先:保険年金課年金係

ji買え:れま可E刊誌?itifijiin月号 陶 L
Z すをと適あがの 望聖冷雪
B 噛幽r.吋ナ主賓限翠薗薗圃圃睡竺 世 仁 竺ご i 守守栄一倍" るヲ [こ切っ 、里 Z三 句 了:t

j白血jEJず で;二zaE ;ii52;??jを 認

し腎蔀l'ふ萄窃hli;引;ii戸安iJ;ザ i LW43(旗曙 jfHWEEじとる
f .?白魁 ι壁、:百回日みン守そ s
5 ・F吃 莞ジニョー・・圃iV:斗.てがび のの喜志十 台9
~ i，為替マ里見;d 司守Z2品製努重墓苑
3 型事 情子器調 I \殺さぎ三..a~ I '1 て手でし量日設 ~ νt，;l 

!郎総曾¥jPT U iiiii?長量多
品 、 ~' .um露箆路接種\ 1: ' 蕗 a・.-.J 。目考はまり ω 竺"": ~ 
jiAd…11諸君ち・おそ喜善献川)
i Z主主罪 t

※心配ごと相談所(毎週月・水・金曜日、午前 9時~午後 3時、総合福祉センター)



ら111川 1川

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
に

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す

敬
老
の
日
を
-
記
念
し
て
、
金
婚
式
護
課
厚
生
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
を
祝
福
し
長
年

対
象
と
な
る
人

大
村
市
に
1
年
以

円
満
な
{
杢
娃
を
築
か
れ
社
会
の
た
め

上
住
み
、
9
月
日
日
現
在
で
婚
姻

に
貢
献
さ
れ
た
労
を
ね
、
ぎ
ら
う
た
め
、
(
戸
籍
に
記
載
し
た
日
)
か
ら
満

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日
年
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦

該
当
す
る
人
は
、
金
婚
記
念
該
当
※
婚
姻
年
月
日
が
、
昭
和
8
年
9

申
立
書
に
戸
籍
謄
本
を
添
え
て
、

保

月

日

日

1
昭
和
9
年
9
月
日
日

む

ス
ポ
ー
ツ

お

ち
び
っ
こ
相
撲
大
会

日
時

8
月
初
日
側
、
午
前
9
時

場

所

市

営
相
撲
場
(
大
村
神
社
境

内
)

参
加
資
格

各
子
ど
も
会
単
位

競
技
種
目

団
体
、
個
人

チ
ー
ム
編
成

監
督
1
人
、
選
手
5

人

(小
学
2
1
6
年
生
各
1
人
ず

お市政だより(7) 

つ
)

※
交
替
は
同
学
年
で
行

っ
て
く

だ
さ
い
。

学
年
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合

は
下
の
学
年
よ
り
充
当
で
き

ま
す
。

競
技
方
法

パ
l
ト
別
の
リ

l
グ

戦
と
し
、
上
位
チ
i
ム
に
よ
り

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。

申
込
期
限

8
月
別
日
開

申
込
・
間
合
わ
せ
先

大
村
市
相

撲
梢
史
広
事
務
局

(宮
③
6
1
6

1
大
村
市
農
協
内
、
山
下
、
長

岡
)

※
各
チ
l
ム
で
子
ど
も
会
安
全
会

に
加
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

間提
合出
わ期 ま
せ限 で
先

保月
護 17
課 日
厚 (月)
生
イ系

玲ヰ

長

崎

県

身

体

障

害

者

更

生

指

導

所

入
所
生
を
募
集

手
、
足
、
体
幹
な
ど
に
障
害
が
あ

る
人
の
た
め
に
、
そ
の
障
害
に
あ

っ

た
職
能
指
導
冷
機
能
回
復
訓
練
を
行

い
、
自
立
更
生
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
入
所
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
科
目

・
職
能
訓
練
1
印
刷
科
、
洋
裁
科
、

和
裁
科
、
編
物
科
、
自
動
車
訓

練
科

・
機
能
回
復
訓
練

資
格

介
護
を
要
し
な
い
日
歳
(
自

動
車
訓
練
科
は
四
歳
)
以
上
の
肢

体
障
害
者
で
更
生
意
欲
が
あ
る
人

募
集
人
員

若
干
名

申
込
期
限

9
月
刊
日
開

申
込
・
間
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉

係

言謙譲審議綴議

月2制日8 3 2(月8 日事2) 2ω 局8 日1 

タ

2咽月日8 0 ) 
場所時日

幽
題名竹と 休み夏

(コミュニティ センタ ー内、 2④ 31 6 1) 

9
月
開
始
分

技
能
向
上
訓
練
生
を
募
集

※青少年に関する悩みの相談は少年センターヘ

j酸カ天、、

童験講費 級三ずj il ス 区
ア

童書

コ二 備士iス双凡
ン
ン

/ 

技実

分

備整士

2月8 5 
(2月日刈B 8 

3月8 1 2月8 9 
期男限

(j日1 (劃日 付日す

(村日 月9 3 月4 9 月4 9 月9 3 正x立. 

伺11月H 0 1 ) 
b2H k5 } 伏2日8 j (H 月7) 

講

期

伏日) (釘日 (遡日
間

申
込
・
間
合
わ
せ
先

長
崎
技
能
開
発
セ

ン
タ
ー

(
諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
番
地
、

宮
諌
早
②
2
3
2
3
)
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入

国

警

備

官

募

集

受
験
資
格
昭
和
初
年
4
月
2
日
i

位
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

受
付

8
月
お
日
肘
1
9
月
5
日
同

試
験
日
叩
月
幻
日
間
、
幻
日
間

申
込
用
紙
請
求
・
間
合
わ
せ
先

大
村
入
国
者
収
容
所
(
〒
飾
古
賀

島
町
別
1
2
、
宮
②
2
1
2
1
)

※
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る
と

き
は
、
赤
で
入
警
請
求
と
書
き
、

刊
円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

危
際
物
取
扱
者
講
習
会

対
象
危
険
物
取
扱
者
免
状
取
得
者

で
現
に
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従

事
し
て
い
る
人
。

な
わ
、
昭
和
弘
年
9
月
以
前
に

受
講
し
そ
の
後
受
講
し
て
い
な
い

人
お
よ
び
、
日
年
度
ま
で
に
免
状

を
取
得
し
ま
だ
受
講
し
て
い
な
い

人
は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

草)

期
日
・
場
所

・
9
月
日
日
嗣
1
諌
早
市
勤
労
者
福

祉
会
館

-
9
月
初
日
術
、
幻
日
幽
1
長
崎
市

勤
労
福
祉
会
館

・
日
月
2
日

ω、
3
日
附
1
佐
世
保

市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

時
間
午
前
日
時
i
午
後
4
時

受
講
手
続
講
習
受
講
申
請
書
(
消

防
署
に
あ
り
ま
す
)
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
限

8
月
お
日

ω、
当
日
消

印
有
効

申
込
・
間
合
わ
せ
先
県
総
務
部
消

防
防
災
課
(
〒
制
長
崎
市
江
戸
町

2
1
日
、
宮
長
崎
⑫
1
1
1
1
)

ぎ(さ

曲
彊
莱
セ
ン
サ
ス

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
募
集

規
格
・
標
語
1
官
製
は
が
き
1
枚
に

-
匂
で
1
人
3
枚
ま
で

・
ポ
ス
タ
ー
l
農
業
セ
ン
サ
ス
・
昭

和
的
年
2
月
1
日
・
農
林
水
産
省

の
文
字
を
必
ず
入
れ
、
タ
テ

η
畑、

ヨ
コ
日
明
で
文
字
を
含
め
5
色
以

内
応
募
先
・
標
語

1
一T
m東
京
都
目
黒

区
目
黒
2
1
1
1
H
大
鳥
ピ
ル
、

働
農
林
統
計
協
会

-
ポ
ス
タ
ー
1
〒
即
長
崎
市
江
戸
町

2
1
日
、
長
崎
県
情
報
統
計
課

応
募
期
限

9
月
3
日
間
、
当
日
消

印
有
効

間
合
わ
せ
先

企
画
課

※
作
品
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
(
学
校
名
・
学
年
)
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

出
版
権
は
農
林
水
産
省
に
属
し
、

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

消

防

設

備

士

義

務

5書

A
Q
E
 

習

期
日
・
場
所
・

9
月
3
日
間
1
7
日

制
1
長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館

(長

崎
市
)

-
9
月
日
白
川
wi
u
日
同
1
長
崎
県

佐
世
保
技
能
会
館
(
佐
世
保
市
)

時

間

午

前
9
時
1
午
後
5
時

開
会
わ
せ
先
県
消
防
防
災
課

(宮

長
崎
⑫
1
1
1
1
)
、
県
消
防
設

備
保
守
協
会
(
宮
長
崎
⑫
4
7
5

6
)
 

防

火

管

理

者

立立
Eヨ

通

習

A
-
E
 

5誇

期
日

9
月
日
日

ω、
ロ
日
制

場

所

市

民
会
館

申
込
受
付

8
月
初
日
間
l
n
日
幽

申
込
・
間
合
わ
せ
先

大
村
消
防
署
予
防
係
(
宮
②
4
1

3
8
)
 

…
…
"
制
寄
り
が
と
う
と

g
い
ま
し
た

マ
大
村
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
l
泉

〈
香
典
返
し
》

の
里
へ
お
手
伝
い

マ
井
手
・
好
田
・
和
田
・
鈴
木
理

容
院
1
泉
の
里
へ
理
髪
奉
仕

マ
ス
ナ
ッ
ク
れ
ん
げ

1
泉
の
里
ヘ

マ
ザ
l
テ
レ
サ
の
瓶

(
4
万
円

相
当
)

マ
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
1
泉
の
里
へ

歌
ほ
か

マ
大
村
遊
魚
組
合
l
キ
ス
を
泉
の

里
ヘ
日
何
慈
墨
壮
ヘ
叩
勾

マ
光
岡
美
千
代
(
武
部
町
)
大
村

子
供
の
家
ヘ
古
衣
数
着

マ
北
村
誠
(
協
和
町
)
大
村
子
供

の
家
へ
じ
ゃ
が
い
も
日
同

マ
に
せ
い
会
黒
木
農
園
1
大
村
子

供
の
家
ヘ
作
業
奉
仕

マ
花
満
l
慈
恵
荘
べ
花
9
束

マ
水
、
王
町
婦
人
会
1
慈
恵
荘
ヘ
タ

オ
ル

m枚
ほ
か

マ
板
橋
養
鶏
場
1
冷
凍
卵
を
泉
の

里
ヘ
却
し
叫
慈
恵
荘
ヘ
日
同

マ
偏
岩
松
農
園
l
慈
恵
荘
へ

じ
ゃ

が
い
も

m
同

マ
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
慈
恵

荘
へ
き
ゅ
う
り
印
同

マ
山
田
正
喜
(
小
路
口
町
)
泉
の

里
ヘ
タ
オ
ル
初
枚
ほ
か

マ
佐
世
保
花
王
製
品
販
売
阻
l
粉

石
け
ん
問
箱
を
市
内
の
福
祉
施

抗
日
ヘ

※ 9月の大村ボート

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
浦
川
逸
郎
(
片
町
・
亡
妻
コ
ト
)

金

一
封

マ
辻
サ
カ
エ
(
西
三
城
町
・
亡
夫

徹
郎
)
3
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
瀬
戸
口
信
利
(
玖
島
郷
・
亡
妻

美
代
子
)
育
児
室
ゆ
り
か
ご

へ

5
万
円

マ
笹
山
統
(
千
葉
県
松
戸
市
・
亡

母
ス
マ
)
慈
恵
荘
へ
叩
万
円

マ
野
田
末
男
(
野
田
郷
・
亡
母
キ

ク
)
慈
恵
荘
ヘ

7
万
円

鳥与吉

〈
一
般
寄
付
V

敬
称
略

清
和
国
ヘ

マ
森
・
好
田
・
中
島
・
岩
井
・
末

、
永
理
容
院
1
理
容
奉
仕

マ
大
村
民
踊
愛
好
会
・
土
踊
会
1

民
踊
ほ
か

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
長
崎
市
内
楽
書
会
1
泉
の
里
へ

踊
り
ほ
か

マ
天
理
教
玖
島
分
教
会
1
泉
の
里

ヘ
つ
く
ろ
い
物
ほ
か

マ
あ
け
ぼ
の
会
1
泉
の
里
へ
ま
ん

じ
ゅ
う
刊
個
ほ
か

マ
日
本
専
売
公
社
大
村
営
業
所
l

泉
の
里
へ
た
ば
こ
2
0
0
0
本

部

W
Sき
多
Awg
S主
宰

S
W
S￥
g
S寄
食
事
事
支
企

( 1 月 ~4 日、 13 日 ~18 日、 22 日 ~26 日)

審

会
談
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